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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第90期
第２四半期
累計期間

第91期
第２四半期
累計期間

第90期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 9,023,059 9,035,849 18,346,339

経常利益 (千円) 332,916 417,209 739,761

四半期(当期)純利益 (千円) 180,900 224,234 366,744

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 333,150 333,150 333,150

発行済株式総数 (株) 5,750,000 5,750,000 5,750,000

純資産額 (千円) 4,970,555 5,286,227 5,161,812

総資産額 (千円) 10,690,654 10,441,182 11,700,849

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 31.46 39.00 63.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 17.00

自己資本比率 (％) 46.5 50.6 44.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 336,918 166,624 668,716

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 27,261 △13,828 △73,494

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △392,836 △333,452 △588,385

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 869,562 724,397 905,055

　

回次
第90期
第２四半期
会計期間

第91期
第２四半期
会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.97 15.12

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておらず、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更もありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、該当事項はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。
　

(1)業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興の動きに伴い緩やかながら回復傾向がみられ

るものの、欧州の財政危機や円高の長期化、国内の電力供給問題及び消費税増税や雇用・社会保障などの

将来への不安により、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しております。

貨物自動車運送業界においても、国内貨物輸送量は依然低迷しており、加えて燃料価格の高止まりや価

格競争の激化等もあり厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社は新規荷主の開拓及び既存荷主への深耕拡大に努めるとともに、内部管理体

制の一層の充実と安全対策にも注力してまいりました。

当第２四半期累計期間の業績につきましては、商品販売事業売上高が大幅減となったものの、運送事業

での新規案件獲得等により、売上高は90億35百万円(前年同期比0.1％増)となりました。　

利益面につきましては、売上総利益は17億22百万円(同 5.6％増)となり、売上の増加に伴い販売費及び

一般管理費が増加したものの、営業利益は４億５百万円(同 22.5％増)、経常利益は４億17百万円(同

25.3％増）、四半期純利益は投資有価証券評価損19百万円の計上により２億24百万円(同 24.0％増)とな

りました。　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

  ①運送事業

当事業につきましては、売上高は63億99百万円(前年同期比6.5％増)となり、セグメント利益は４億96

百万円(同 23.8％増)となりました。これは事務所移転業務の獲得並びに店舗設備関連業務の大型案件の

受託や大手顧客のシステム入れ替え業務等によるものです。

　②倉庫事業

当事業につきましては、売上高は14億18百万円(前年同期比1.2％減)となり、セグメント利益は２億76

百万円(同 12.9％減)となりました。これは文書保管業務の売上が減少したことによるものです。

　③商品販売事業

当事業につきましては、売上高は６億55百万円(前年同期比35.9％減)となり、セグメント利益は35百万

円(同 13.0％減)となりました。これはＯＡトナー販売が大手顧客のシステム入れ替えに伴い減少したこ

とや、梱包資材の販売が減少したことによるものです。
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　④その他

当事業につきましては、売上高は５億62百万円(前年同期比1.4％増)となり、セグメント利益は49百万

円(同 33.8％増)となりました。これは駐車場事業が減収となったものの、福祉用具レンタル業務の売上

が増加したことによるものです。
　

(2)財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は104億41百万円となり、前事業年度末に比べ12億59百万円減少いた

しました。資産の主要科目の増減は、営業未収入金が７億10百万円減少し、商品が２億30百万円減少いた

しました。

　また、負債は51億54百万円となり、前事業年度末に比べ13億84百万円減少いたしました。負債の主要科目

の増減は、営業未払金が10億86百万円減少いたしました。

　純資産は利益剰余金の増加等により前事業年度末に比べ１億24百万円増加して52億86百万円となり、自

己資本比率は6.5ポイント増加し50.6％となりました。
　

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、営業活動により得られ

た資金が１億66百万円あり、投資活動により使用した資金が13百万円、財務活動により使用した資金が３

億33百万円となりました。その結果、当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は７億24百万

円(前年同期比16.7％減)となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、１億66百万円(前年同期は３億36百万円)となりました。これは主に税

引前四半期純利益３億95百万円、減価償却費１億31百万円、売上債権の回収による減少額７億６百万円

と、仕入債務の支払による減少額10億91百万円の差引増減によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、13百万円(前年同期は27百万円の収入)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、３億33百万円(前年同期は３億92百万円)となりました。これは主に長

期借入金の返済による支出３億31百万円によるものです。
　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
　
　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
　
　

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社を取り巻く事業環境は厳しい状況が続いておりますが、本四半期報告書提出日現在において、経営

成績に重要な影響を与える要因はありません。

　当社といたしましては、主力の物流事業(運送・倉庫)の営業及び業務の拡大を図るため、業務本部制度

を導入しております。業務本部間の情報共有化と連携を更に強化することで、物流事業の拡大を推進する

と共に、当社が持つ物流インフラを整備(業務・資本提携)し、新規荷主の開拓と既存荷主の取引拡大並び

に新規事業の開発を行っており、重点市場である首都圏・中部圏での業績拡大に努めております。
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(7)経営者の問題意識と今後の方針について

物流業界は、規制緩和が進み業者間の競争が厳しさを増す一方で、荷動きの低迷に直面しており、制度

や法律の改正による企業倫理や安全・環境問題への対応等、企業として果たすべき役割や責任が大きく

なってきております。

　当社は「安全」と「安心」を大切にして物流事業を通じて社会に奉仕することをスローガンに、①商品

・サービスの使命、②社会的使命、③経済的使命の３つの使命を経営理念として株主価値の向上を図り、

社会に貢献できる会社を目指しております。

　なお、コンプライアンス全体を統括する組織として社長を委員長とする「コンプライアンス・リスク管

理委員会」を設置すると共に、「法令遵守マニュアル」を制定しコンプライアンス体制の整備及び社員

の意識高揚に努め、内部管理体制の一層の充実を図ることで主要事業許認可関係に対する法令遵守及び

交通安全対策並びに環境問題に積極的に対応する方針であります。

　また、財務報告の信頼性を確保するため、「財務報告に係る内部統制の整備・運用及び評価の取り扱

い」を定めており、関係規程の整備、役員及び従業員の意識向上、内部監査制度の充実等を図り、財務報告

に係る内部統制の有効かつ適切な運用・管理に努めております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,750,000 5,750,000
東京証券取引所
(市場第二部）

単元株式数は
100株であります。

計 5,750,000 5,750,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ─ 5,750,000─ 333,150─ 95,950
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住　所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

関西電力株式会社 大阪市北区中之島３丁目６-16 900 15.65

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 520 9.04

星光ビル管理株式会社 大阪市中央区伏見町４丁目４-１ 469 8.16

株式会社毎日新聞社 東京都千代田区一ツ橋１丁目１-１ 350 6.08

ヒガシトゥエンティワン
従業員持株会

大阪市中央区内久宝寺町３丁目１番９号 308 5.37

東京センチュリーリース株式会社 東京都千代田区神田練塀町３ 270 4.69

株式会社みずほ銀行 東京都中央区晴海１丁目８－12 260 4.52

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号 260 4.52

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 182 3.16

東洋ビルメンテナンス株式会社 東京都港区虎ノ門１丁目12－15 70 1.21

今　川　泰　彦 大阪府枚方市 70 1.21

計 ― 3,660 63.65

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
5,748,900

57,489 ―

単元未満株式
普通株式

1,100
― 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,750,000 ― ―

総株主の議決権 ― 57,489 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が205株含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員　　　

該当事項はありません。

(2) 退任役員　　　

該当事項はありません。

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏　名 異動年月日

取締役常務執行役員
首都圏本部長

取締役執行役員
首都圏本部長

平　野　　　尚 平成24年７月１日

取締役常務執行役員
業務第二本部長

取締役執行役員
業務第二本部長

福　島　伸　行 平成24年７月１日

取締役常務執行役員
経営企画本部長

取締役執行役員
経営企画本部長

畠　　　秀　一 平成24年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,158,155 950,497

受取手形 ※１
 393,278

※１
 397,245

営業未収入金 2,874,436 2,164,318

商品 252,146 21,923

その他 242,421 246,282

貸倒引当金 △26,141 △20,492

流動資産合計 4,894,295 3,759,775

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,803,001 2,721,662

機械装置及び運搬具（純額） 89,437 95,963

土地 2,788,437 2,788,437

その他（純額） 55,615 58,731

有形固定資産合計 5,736,491 5,664,794

無形固定資産 124,740 125,481

投資その他の資産

投資有価証券 110,856 92,074

差入保証金 605,391 608,397

その他 282,868 255,776

貸倒引当金 △53,793 △65,117

投資その他の資産合計 945,322 891,130

固定資産合計 6,806,554 6,681,407

資産合計 11,700,849 10,441,182

負債の部

流動負債

支払手形 ※１
 48,079

※１
 40,921

営業未払金 2,012,251 926,068

短期借入金 950,000 1,196,000

1年内返済予定の長期借入金 627,380 592,480

未払法人税等 208,210 178,585

賞与引当金 186,731 174,054

その他 508,530 390,886

流動負債合計 4,541,183 3,498,998

固定負債

長期借入金 1,457,750 1,161,510

退職給付引当金 191,346 174,814

役員退職慰労引当金 148,380 119,720

その他 200,377 199,911

固定負債合計 1,997,853 1,655,956

負債合計 6,539,037 5,154,954
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 333,150 333,150

資本剰余金 95,950 95,950

利益剰余金 4,730,595 4,857,083

自己株式 △91 △91

株主資本合計 5,159,604 5,286,092

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,208 135

評価・換算差額等合計 2,208 135

純資産合計 5,161,812 5,286,227

負債純資産合計 11,700,849 10,441,182
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 9,023,059 9,035,849

売上原価 7,391,901 7,313,646

売上総利益 1,631,157 1,722,203

販売費及び一般管理費 ※１
 1,300,578

※１
 1,317,165

営業利益 330,578 405,037

営業外収益

受取賃貸料 21,606 20,806

その他 18,650 21,286

営業外収益合計 40,256 42,092

営業外費用

支払利息 29,188 21,131

賃貸費用 8,190 6,848

その他 539 1,940

営業外費用合計 37,918 29,920

経常利益 332,916 417,209

特別利益

投資有価証券売却益 6,000 －

特別利益合計 6,000 －

特別損失

固定資産除却損 4,435 2,010

投資有価証券評価損 － 19,312

会員権売却損 － 412

会員権評価損 100 －

特別損失合計 4,535 21,735

税引前四半期純利益 334,380 395,474

法人税等 153,480 171,240

四半期純利益 180,900 224,234
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 334,380 395,474

減価償却費 135,167 131,675

売上債権の増減額（△は増加） 485,655 706,151

仕入債務の増減額（△は減少） △421,141 △1,091,142

その他 11,872 241,831

小計 545,934 383,989

利息及び配当金の受取額 4,088 3,564

利息の支払額 △27,424 △20,347

法人税等の支払額 △185,680 △200,582

営業活動によるキャッシュ・フロー 336,918 166,624

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △162,000 △162,000

定期預金の払戻による収入 189,000 189,000

有形固定資産の取得による支出 △44,607 △44,950

その他 44,868 4,121

投資活動によるキャッシュ・フロー 27,261 △13,828

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 246,000

長期借入金の返済による支出 △263,080 △331,140

その他 △129,756 △248,312

財務活動によるキャッシュ・フロー △392,836 △333,452

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,656 △180,657

現金及び現金同等物の期首残高 898,219 905,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 869,562

※１
 724,397
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成24年４月１日  至　平成24年９月30日)

　税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　
　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
※１　期末日満期手形
　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

　なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形を満

期日に決済が行われたものとして処理しております。
　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 24,637千円 30,167千円

支払手形  38,707 〃 11,001 〃

　

(四半期損益計算書関係)

　
※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
  至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

役員報酬 73,518千円 74,415千円

 給料賞与手当 471,899 〃 473,889 〃

賞与引当金繰入額 108,147 〃  104,285 〃

役員退職慰労引当金繰入額 11,990 〃 10,890 〃

退職給付費用 38,658 〃 36,010 〃

法定福利費 81,457 〃 83,651 〃

減価償却費 33,071 〃 35,862 〃

賃借料 78,581 〃 82,322 〃

貸倒引当金繰入 　　　   ― 13,324 〃

　
　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)
　
※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。
　

　
前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

現金及び預金 1,095,662千円 950,497千円

預入期間が３か月超の定期預金 △226,100 〃 △226,100 〃

現金及び現金同等物 869,562千円 724,397千円
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(株主資本等関係)
　

前第２四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,748 17平成23年３月31日 平成23年６月23日

　

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間

の末日後となるもの
　

　　該当事項はありません。
　

当第２四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,746 17平成24年３月31日 平成24年６月25日

　

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間

の末日後となるもの
　

　　該当事項はありません。

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 6,009,9431,435,8451,022,1868,467,974555,0849,023,059

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,009,9431,435,8451,022,1868,467,974555,0849,023,059

セグメント利益 400,872318,01140,526759,41037,096 796,506

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 759,410

「その他」の区分の利益 37,096

全社費用(注) △465,928

四半期損益計算書の営業利益 330,578

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 6,399,1891,418,164655,5408,472,893562,9559,035,849

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,399,1891,418,164655,5408,472,893562,9559,035,849

セグメント利益 496,138276,84435,276808,25949,651 857,911

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。
　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 808,259

「その他」の区分の利益 49,651

全社費用(注) △452,873

四半期損益計算書の営業利益 405,037

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

EDINET提出書類

株式会社ヒガシトゥエンティワン(E04228)

四半期報告書

16/19



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 31円46銭 39円00銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 180,900 224,234

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 180,900 224,234

普通株式の期中平均株式数(株) 5,749,924 5,749,795

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月13日

株式会社ヒガシトゥエンティワン

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　伊與政 元治 ㊞　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　山本 雅春 ㊞　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ヒガシトゥエンティワンの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第91期事業年度の第２四半期
会計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平
成24年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒガシトゥエンティワンの平成24年９月30日
現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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